
 

 

１ 学校名 小城市立小城中学校 

２ 所在地 小城市小城町松尾４１０４番地 

３ 校長名 中園 素明 

４ 学級数 

児童生徒数 

１８学級 

 ５２３人（１６人） 

５ 実施学年 

   児童生徒数 

  １年 

１６９人（９人） 

６ 取組のねらい 

 UD（ユニバーサルデザイン）を学ぶことで、豊かな人間性と広い視野で物事

をとらえ、社会に貢献する人材の育成をめざすことを大きなねらいとする。 

 

７ 取組の実際 

 UD についての知識を増やし体験活動をすることで理解が深まると考え、１学

期から２学期にかけて次のように計画した。 

 ＜１学期＞ 

・第１回 UD 講演  

佐賀県難病支援ネットワークと佐賀県立盲学校の方々に協力をしていただき、

車いすで生活することや目の不自由な方々の生活や点字などについて話を聞く。

・第２回 UD 講演 

佐賀県福祉課の方に協力をしていただき、UD についての全般的な話を聞く。

 ＜２学期＞ 

・福祉体験（５つの体験活動） 

（車いす体験、高齢者疑似体験、手話体験、点字体験、ブラインドウォーク） 

車いす体験は 3 時間行い、今回初めて校舎内と学校周辺といった広域にわた

って車いすを使った体験をする。その他の４つの活動は、各クラス 1 時間ずつ

体験活動を行う。 

 

協力関係者 

・佐賀県難病支援ネットワーク 

・佐賀県立盲学校 

・平松病院（小城市） 

・西九州大学、西九州短期大学 

・小城市社会福祉協議会（以下の団体は協議会推薦） 

・読み聞かせグループ「花みずき」（小城市） 

・広域グループ 小城市手話サークル 
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８ 取組の成果と課題 

 今回の体験を通じて、今まで以上に生活することの困難さや差別や偏見といったも

のについても考えを深めることができたようである。課題としては、今後もUDや人

への思いやりなどの人間形成に向けた取り組みが継続されることが、何より必要であ

る。また、学校生活や生徒を取り巻く社会生活の中で、さらに豊かな人間性を身につ

けていくための手立てが、教育活動として計画的かつ効果的になされることが、今後

の人格形成に大きな影響を与えるものと考える。 



 


